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第7回東京大学学術資産アーカイブ化推進室主催セミナー　デジタルアーカイブズ構築事業の成果紹介とこれからの活用を考える　2023-12-13 オンライン

東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林画像データアーカイブズ 「樺太地図（各帝国大学演習林の記載あり）」



演習林の歴史
東京大学演習林の始まりは、日本初の大学演習林として1894（明治27）年に房総半島に設置された
千葉演習林であり、以来、東京大学の林学教育の場として現在に至る歴史を刻んでいます。千葉演
習林に続いて、北海道演習林（1899（明治32）年）、台湾演習林（1902（明治35）年）、朝鮮演習
林（1912（大正元）年）、樺太演習林（1914（大正3）年）、秩父演習林（1916（大正5）年）、愛
知演習林（現生態水文学研究所）（1922（大正11）年）、富士演習林（現富士癒しの森研究所）
（1925（大正14）年）、樹芸研究所（1943（昭和18）年）が次々と設置され、亜寒帯から亜熱帯ま
で、海岸から亜高山帯までの森林における教育研究の場として活用されてきました。第二次世界大
戦後、外地に設置された演習林は東京大学の手を離れましたが、戦後の1956（昭和31）年に演習林
に管理委嘱された田無試験地（現田無演習林）（1929（昭和４）年林学科に設置、1982（昭和57）
年演習林に用地を移管）をあわせ、東京大学農学部キャンパス内に設置された企画部を中心に北海
道から愛知県までの広い範囲に７地方演習林を有する体制が現在まで続いています。



デジタルアーカイブズ構築事業による継続した取り組み
演習林画像データアーカイブズ

2019 
研究室・附属施設が保有する画像資料のデジタ
ルアーカイブズ化

2020 
附属施設（演習林）が保有する大判図面のデ
ジタルアーカイブズ化

2021年以降毎年 

附属施設（演習林）が保有する明治大正期の
写真および大判図面のデジタルアーカイブズ化

今後も継続希望

https://electra.lib.a.u-tokyo.ac.jp/utf/

未整理の図面や写真，歴史的価値を有する
文書などがまだまだ大量に存在している

https://electra.lib.a.u-tokyo.ac.jp/utf/
















アーカイブズ構築事業の実施体制
農学部附属図書館 

サーバーの管理　物理サーバの維持管理，
OmekaSのセットアップとメンテナンスなど

附属演習林 

対象資料の整理（地方演習林）状態の確
認，ナンバリング，属性データの入力など

スキャニング（業者）画像ファイル納品

サイト構築（弥生）　画像ファイル編集，
メタデータ作成，OmekaSへのアップロー
ド，サイト構築など



課題　不足していると感じていること
OmekaSへアップロードするファイルの準備
属性データ作成におけるメタデータ標準の理解，ピラミッドタイルTIFFやmanifestなどIIIF周りのノウハウ，キーワードなどの充実

OmekaSのサイト作成
サイトのUIデザイン，コレクションの構造の見直し，メタデータ連携，データの修正などのノウハウ

ライセンス
画像の二次利用条件の整理（組織内のオープンデータへの理解と啓蒙），利用者の利便性を考慮した情報提供方法（CCの活用）

状態の悪い資料の補修
現状調査と計画策定のできる専門性を有した人材と予算

整理した元資料の保管と活用
現状地方演習林任せ。保管庫，目録データベースなど

歴史的資料も含む学術資料を大量に保有する利用施設として，資料の管理と活用（アナログ，
デジタル両方）に関する専門性を有した人材を保有することや学内の組織との連携が重要


